
物理学系セミナーのお知らせ 

 
題目：一物理学徒の社会出陣記 
         一つの実験ご報告 
 
講師：山本 一氏（日本真空光学取締役社長） 
 
日時：2008年 5月 30日（金）16：20～17：50  場所：Ａ３０２教室 
 
要旨：本日は友人の稲垣さんにお願いされ、学問に精勤しておられる皆様に世間の様子を

話して欲しい、と言われ登壇致しました。根拠無く、いい加減なことは言えませんので、

今日は私の実際の経験をお話ししたいと思います。 
学校を出た一人の学生が企業でどんなに生きて来たか、を一つの実験結果として御覧に

なれるよう努めてみたいと思います。 併せて話しながら、皆さんが知っておかれると良

さそうなポイントが判るように工夫したいと思います。 
かなり内容が盛り沢山になりそうです。 シェイクスピアの翻訳劇で判るように、英語

の方が単位音節当たりの情報量は多いので速く伝達出来るのですが、判って戴けないと拙

いので、本日は日本語を使ってお話ししたいと思います。以下の目次と照らしながら、折

りに触れてプレゼンテーションのパッケージを開いて行こうと思います。ご質問があれば

何時でも気楽に遮って下すって構いません。 
 
１．企業と仕事の選択 大学と企業の本質    ９．旭硝子ヨーロッパ 
２．輸入販売の仕事              １０．諸国の文化 
３．開発製造の始まり             １１．中央研究所での新テーマ提案 
４．企業の社会的責任             １２．ベンチャーキャピタル 
５．電子事業Ｍ＆Ａ           １３．ベニスの商人 再び、企業の本質とは？ 
６．新デイスプレイ          １４．会社の再建 
７．磁気デイスク事業       １５．光学ハイテク企業の経営  企業の経営とは 
８．プラント輸出事業 
 
講師の山本一氏は鹿児島の鶴丸高校ご出身＊で東大理学部物理学科を卒業、同大学院で 

低温物理学実験の分野で修士号をとられた後、旭硝子（株）に入社、10年ほど前から 
日本真空光学の社長でご活躍の傍ら、旭硝子の新規事業経営にもタッチしておられます。

（氏の写真は日本真空光学のＨＰwww.ocj.co.jpで見られます。） 
社業で超多忙な氏ですが、将来に夢多い学生諸君に今後の活躍に資するお話をしていただ

くよう特別にお願いしました。 同じ物理学を学んだ先輩ですからこれからの生き方にた

くさんのヒントがもらえると思います。氏は俳句もひねる粋人でもあり、学部生、院生そ

して教員にも興味深いお話をされます。皆様こぞってご参加ください。          
 

＊物理学科の立川先生も同高校出身。        （世話人 稲垣睿 内線 7432） 


